
【
消
防
庁
長
官
退
職
報
償
】

久
保
光
正
（
11
）　
池
上
清
一
（
７
）

山
﨑
洋
一
（
３
）　
冨
山
貴
央
（
５
）

磯
野
　
真
（
８
）　
時
信
武
史
（
ラ
ッ
パ
）

小
林
利
史
（
ラ
ッ
パ
）　   

【
坂
城
町
長
表
彰
】

退
職
感
謝
状

小
宮
山
泉
（
前
団
長
）

宮
入
健
誠
（
前
副
団
長
）

中
嶋
幸
人
（
前
副
団
長
）

内
山
高
子
（
前
婦
人
消
防
隊
長
）

久
保
光
正
（
11
）　
池
上
清
一
（
７
）

山
﨑
洋
一
（
３
）　
冨
山
貴
央
（
５
）

磯
野
　
真
（
８
）　
時
信
武
史
（
ラ
ッ
パ
）

小
林
利
史
（
ラ
ッ
パ
）

退
任
者
表
彰

宮
澤
卓
也
（
１
）　
宮
島
秀
行
（
２
）

山
極
卓
弥
（
２
）　
三
井
　
淳
（
４
）

髙
木
由
明
（
５
）　
小
宮
山
剛
史
（
６
）

小
宮
山
健
一
（
６
）　
鎌
倉
　
賢
（
６
）

青
木
秀
雄
（
７
）　
黒
岩
千
尋
（
８
）

金
子
俊
一
（
９
）　
近
藤
祥
多
（
10
）

宮
下
紘
樹
（
11
）　
浮
貝
清
司
（
ラ
ッ
パ
）

本
間
美
麻
（
ラ
ッ
パ
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

精
績
章

小
山
忠
彦
（
１
）　
　

【
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

退
職
者
感
謝
状

小
宮
山
泉
（
前
団
長
）

宮
入
健
誠
（
前
副
団
長
）

中
嶋
幸
人
（
前
副
団
長
）

功
績
章

山
辺
繁
雄
（
11
）

功
労
章

中
村
和
義
（
３
）　
滝
沢
敏
之
（
10
）

努
力
章

三
井
佑
輔
（
２
）　
豊
田
竜
二
（
８
）

精
績
章

滝
澤
和
雄
（
５
）　
朝
倉
亮
一
（
９
）

塚
田
正
博
（
ラ
ッ
パ
）

技
術
章

町
田
大
貴
（
４
）　
関
　
和
弘
（
２
）

精
勤
章

塩
川
哲
朗
（
６
）　
大
峽
惟
嵩
（
１
）

瀬
下
　
誠
（
９
）　
齊
藤
達
也
（
ラ
ッ
パ
）

成
澤
卓
哉
（
５
）　
柄
沢
　
亮
（
９
）

鈴
木
悠
木
（
ラ
ッ
パ
）　   

【
埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
労
章

鈴
木
康
弘
（
５
）　
片
桐
　
凌
（
７
）

塚
田
夏
樹
（
10
）　
中
澤
誉
樹
（
11
）

竹
内
春
樹
（
４
）　
春
日
雄
次
（
６
）

永
井
伸
幸
（
11
）

勤
続
章
20
年

田
中
健
二
（
２
）　
田
中
秀
紀
（
２
）

鎌
倉
　
賢
（
６
）　
小
宮
山
健
一
（
６
）

西
澤
英
基
（
６
）　
豊
田
竜
二
（
８
）

丸
山
修
一
（
８
）　
春
日
貴
之
（
９
）

勤
続
章
15
年

山
極
卓
弥
（
２
）　
竹
内
春
樹
（
４
）

小
林
優
樹
（
５
）　
尾
﨑
製
吾
（
６
）

中
澤
　
光
（
６
）　
塚
田
泰
斗
（
10
）

平
林
慎
吾
（
11
）

勤
続
章
10
年

飯
島
健
一
（
２
）　
山
﨑
　
博
（
３
）

髙
木
由
明
（
５
）　
滝
澤
和
雄
（
５
）

滝
澤
伸
雄
（
５
）　
安
宅
　
誠
（
７
）

庄
田
純
一
（
10
）　
近
藤
秀
俊
（
11
）

原
山
純
一
（
ラ
ッ
パ
）　
小
林
大
晃
（
ラ
ッ
パ
）

　
１
月
22
日（
日
）、
令
和
５
年
坂

城
町
消
防
団
の
出
初
式
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
、
逆
木
通
り
で
は
、
宮

下
消
防
団
長
以
下
、
消
防
団
員
・

婦
人
消
防
隊
員
・
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
が
、
青
空
の
下
で
街
頭
行
進
を

行
い
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
た
街
頭
行
進
に
は
、
多
く
の
親

子
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
が
沿

道
か
ら
威
風
堂
々
と
し
た
行
進
に

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
に
会
場
を
移
し
て
、
消
防
団

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
（
　
）
内
は

所
属
分
団
）　

■
住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

◆
４
つ
の
習
慣

◯
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
。

◯
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

◯
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

◯
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◆
６
つ
の
対
策

◯
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全

装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

◯
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

◯
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣

類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

◯
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

◯
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

◯
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

①
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を

感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。設
置
し
た
時
に
記
入
し

た「
製
造
年
月
日
」、ま
た
は
本
体
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
製
造

年
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。点
検
を
し
な
い
と
、正

常
に
機
能
し
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

③
点
検
・
交
換
の
際
は
、け
が
な
ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９
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